
 
 

    

 
  

                 

昨
年
、
平
成
最
後
の
師
走
に

国
内
外
で
驚
く
べ
き
出
来
事
が

多
く
起
こ
り
ま
し
た
。
日
産
自

動
車
の
ゴ
ー
ン
会
長
の
逮
捕
、

中
国
の
科
学
者
が
「
ゲ
ノ
ム
編

集
」
の
技
術
で
受
精
卵
の
遺
伝

子
を
改
変
、
中
国
通
信
機
大
手

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
幹
部
の
カ
ナ
ダ

で
の
逮
捕
、
米
中
間
の
対
立
激

化
の
様
相
等
、
世
界
は
再
び
「
二

つ
の
陣
営
」
に
分
か
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。 

 

国
政
で
は
重
要
法
案
で
あ
る

「
水
道
法
」
と
「
出
入
国
管
理

法
」
の
改
正
が
国
会
で
十
分
な

審
議
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
次

か
ら
次
へ
と
「
強
行
採
決
」
さ

れ
ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
地
方

議
員
の
目
か
ら
見
て
も
、
随
分

と
乱
暴
な
法
案
審
議
で
、
国
の

重
要
法
案
が
決
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
、
大
い
な
る
不
安
を
感

じ
て
い
ま
す
。 

国
で
決
定
し
た
こ
と
は
、
す

ぐ
に
地
方
に
転
嫁
さ
れ
て
き
ま

す
。
国
も
地
方
も
一
心
同
体
な

関
係
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
「
民

営
化
」
も
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
を
、
大
手

外
資
系
企
業
に
水
道
事
業
を
任

せ
て
し
ま
っ
て
本
当
に
大
丈
夫

な
の
か
。「
民
営
化
」
を
容
易
に

す
る
た
め
と
意
気
込
ん
で
い
る

内
閣
府
の
民
営
化
推
進
部
署
に

世
界
有
数
の
水
道
サ
ー
ビ
ス
企

業
の
関
係
者
が
働
い
て
い
る
こ

と
が
判
明
。
出
入
国
管
理
法
の

改
正
案
も
、
そ
れ
を
歓
迎
す
る

は
ず
の
経
済
界
か
ら
制
度
の
根

幹
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
、

議
論
が
足
り
な
い
こ
と
に
懸
念

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
審

議
を
し
て
い
た
大
島
理
森
衆
院

議
長
が
法
案
の
衆
院
通
過
の
際
、

異
例
の
「
裁
定
」
を
出
す
な
ど
、

昨
今
の
国
会
、
政
権
発
足
六
年

目
の
安
倍
内
閣
は
長
期
政
権
の

弊
害
が
出
て
い
る
の
か
、
暴
走

し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。
与
党
、
野
党
の
問
題
で

は
な
く
、
国
会
の
存
在
意
義
が

求
め
ら
れ
る
二
〇
一
九
年
を
迎

え
て
い
ま
す
。 

昨
年
の
我
孫
子
市
は
少
子
・

高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、

財
政
の
硬
直
化
を
示
す
「
経
常

収
支
比
率
」
が
九
十
五
％
を
超

え
る
な
ど
、
財
政
的
な
課
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
生
活
に
必
要

な
老
朽
化
が
進
む
現
在
の
焼
却

炉
を
建
て
替
え
る
新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
事
業

（
総
事
業
費
百
四
十
億
円
超
）

に
着
手
、
そ
の
他
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
継
続
す
る
た
め
新
た
な

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
充
実
・

子
ど
も
達
の
受
け
皿
づ
く
り
、

手
賀
沼
観
光
施
設
の
誘
導
施
策

の
展
開
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
創

設
な
ど
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
諸
施
策
を
展
開

し
ま
し
た
。 

迎
え
た
二
〇
一
九
年
は
私
に

と
っ
て
大
き
な
節
目
の
年
と
な

り
ま
す
。
一
月
の
我
孫
子
市
長

選
挙
、
四
月
の
千
葉
県
議
会
選

挙
、
七
月
に
は
私
が
応
援
し
て

い
る
「
石
上
と
し
お
」
候
補
が

立
候
補
予
定
の
参
議
院
選
挙
、

十
一
月
は
我
孫
子
市
議
会
議
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
元
号
へ
と
続
く
二
〇
一

九
年
は
、
次
の
時
代
に
繋
ぐ
多

く
の
難
題
に
果
敢
に
挑
戦
す
る

一
年
と
な
り
ま
す
。 

 

私
は
今
年
も
現
場
主
義
を
第

一
に
、
市
政
を
担
う
議
員
の
一

員
と
し
て
市
議
会
の
先
頭
に
立

ち
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
覚

悟
で
す
。
引
き
続
き
の
ご
指
導

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

『
政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

い
く
こ
と
は
で
き
る
が
、 

政
治
に
無
関
係
で
は
、
け
し
て 

生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
』 
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また、日頃からの温かいご支援・ご協力に

心から感謝を申し上げます。 
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◆
十
二
月
定
例
市
議
会
◆ 

 十
二
月 

三
日(

月)

～ 

十
二
月
二
十
日(

木) 

十
八
日
間 

 

市
長
選
挙
前
の
十
二
月
議
会
、
主

な
議
案
は
、
我
孫
子
市
職
員
の
配
偶

者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定

や
市
の
一
般
職
の
職
員
給
与
に
関
す

る
条
例
（
人
事
院
勧
告
）
の
改
正
、

常
勤
特
別
職
（
市
長
、
副
市
長
、
教

育
長
、
水
道
管
理
者
）
の
給
与
改
正

条
例
、
指
定
管
理
者
の
指
定
（
我
孫

子
市
民
プ
ラ
ザ
・
我
孫
子
駅
前
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
つ
つ
じ
荘
）、
平
成
三

十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
三
億

五
千
六
百
万
円
を
追
加
、
補
正
後
、

一
般
会
計
予
算
は
三
百
九
十
三
億
七

千
五
百
万
円
）
、
補
正
予
算
の
主
な
内

容
は
台
風
二
十
四
号
の
被
災
農
業
者

向
け
支
援
事
業
、
生
活
保
護
扶
助
費

（
単
身
世
帯
が
増
に
よ
る
入
院
医
療

費
の
増
加
な
ど
）、
改
元
に
対
応
す
る

た
め
の
事
務
費
な
ど
、
議
案
十
九
件

が
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。 

請
願
の
審
査
で
は
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
「
請
願
第
十
三
号
学
校
給

食
無
償
化
を
求
め
る
請
願
」
は
、
共

産
党
議
員
か
ら
賛
成
の
討
論
が
行
わ

れ
た
が
、
本
会
議
で
は
賛
成
八
、
反

対
十
四
で
「
否
決
」
と
な
っ
た
。 

議
案
で
は
「
第
三
号
常
勤
特
別
職

給
与
条
例
改
正
」
に
つ
い
て
、
本
会

議
で
二
名
の
反
対
討
論
が
行
わ
れ
た

後
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
賛

成
少
数
で
「
否
決
」
で
あ
っ
た
が
、

本
会
議
で
は
常
任
委
員
会
の
結
果
が

反
転
し
、
賛
成
十
四
、
反
対
九
で
「
多

数
可
決
」
と
な
っ
た
。 

十
二
月
定
例
市
議
会
は
申
し
合
わ

せ
に
よ
り
、
個
人
質
問
の
み
が
行
わ

れ
た
。
三
日
間
の
日
程
で
十
四
名
の

議
員
が
登
壇
。
私
が
代
表
を
務
め
る

会
派
「
あ
び
こ
未
来
」
は
四
名
中
三

名
の
議
員
が
登
壇
し
た
。 

 
   
                    

 

宏
は
こ
う
考
え
る 

 

～
我
孫
子
新
田 

農
産
物
直
売
所

の
跡
地
は
民
間
活
用
へ
！
～ 

 

我
孫
子
新
田
（
手
賀
沼
沿
い
、
柏

側
）
で
以
前
行
わ
れ
て
い
た
農
産
物

直
売
所
（
約
四
百
㎡
）
跡
地
は
、
現

在
「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
※
」
と

い
う
手
法
で
民
間
事
業
者
か
ら
の
事

業
提
案
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ

の
と
り
ま
と
め
を
今
年
度
中
に
行
い
、

ふ
さ
わ
し
い
提
案
で
あ
る
と
選
定
さ

れ
た
な
ら
ば
、
来
年
度
に
は
、
そ
の

事
業
者
で
あ
る
民
間
事
業
者
と
市
は

契
約
を
結
び
、
新
た
な
観
光
・
商
業

施
設
と
し
て
整
備
し
て
い
く
予
定
で

す
。 

 

こ
の
我
孫
子
新
田
エ
リ
ア
は
、「
手

賀
沼
観
光
施
設
誘
導
方
針
」
と
い
う

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
地
区
で
、

民
間
活
力
に
よ
る
手
賀
沼
を
活
か
し

た
観
光
事
業
の
展
開
が
図
ら
れ
て
い

き
ま
す
。
現
在
は
新
た
な
喫
茶
店
な

ど
の
計
画
も
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後

の
我
孫
子
の
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
る

重
要
な
事
業
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
し
て
い
る
環
境
都
市
常
任

委
員
会
で
積
極
的
な
提
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。
事
業
の
行
方
を
市
民
の
皆

様
も
ご
注
目
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
と
は
、
民

間
の
土
地
活
用
案
な
ど
を
広
く
募
集

し
、
事
業
者
を
選
定
、
事
業
を
公
民

連
携
で
行
っ
て
行
く
手
法
。 

～
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

の
導
入
に
つ
い
て
～ 

 

地
方
自
治
体
は
、
人
口
減
少
・
高

齢
化
の
進
行
、
行
政
需
要
の
多
様
化

な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
適
切
に
行

政
対
応
を
し
て
い
く
た
め
、
本
来
は

任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
・
正

規
職
員
を
中
心
に
公
務
を
運
営
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
も
効
果
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
」
た

め
に
、
臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員
と
い

わ
れ
る
非
常
勤
・
非
正
規
職
員
を
多

く
活
用
す
る
な
ど
、
任
用
・
勤
務
形

態
が
多
様
化
す
る
結
果
を
招
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
非
正
規
職
員
の
総
数

が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
な
り
過
ぎ
て
、

公
務
員
法
で
い
う
、
守
秘
義
務
な
ど

の
制
約
を
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
非

常
勤
職
員
の
存
在
、
労
働
者
性
の
高

い
非
常
勤
職
員
に
期
末
手
当
が
支
給

で
き
な
い
な
ど
処
遇
上
の
問
題
も
多

く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
地
方
公

務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
る
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

と
い
う
新
た
な
採
用
類
型
の
創
設
で

す
。
こ
の
形
に
全
国
の
自
治
体
で
統

一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
総
務

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
八

年
度
で
六
十
四
万
人
ま
で
に
な
っ
た

非
正
規
公
務
員
の
処
遇
を
改
善
し
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
に
基
づ
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

12月定例市議会　印南宏の個人質問

■総務・企画行政
　　　１）地方公務員法及び地方自治法の改正
　　　２）障害者任免状況（障害者雇用の水増し問題）
■教育行政
　　　１）旧井上家の保存と活用
　　　　　　　（全面公開まで必要な整備金額）  

 

駅頭行動を行う宏  
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き
正
規
・
非
正
規
職
員
間
の
格
差
を

是
正
し
て
い
く
こ
と
が
主
な
目
的
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
我
孫
子
市
は
過
去
の
新
聞

報
道
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、

職
員
の
非
正
規
率
が
高
い
自
治
体
と

し
て
市
と
区
の
分
野
で
全
国
五
位
に

位
置
付
け
ら
れ
、
多
く
の
非
正
規
職

員
の
み
な
さ
ん
の
力
に
よ
っ
て
行
政

が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
三
十

年
四
月
現
在
で
も
正
規
職
員
八
五
一

名
に
対
し
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
が

九
二
四
名
、
こ
の
人
数
は
平
成
二
十

九
年
度
か
ら
三
十
年
度
に
か
け
て
、

臨
時
職
員
を
保
育
園
の
民
営
化
や
学

童
保
育
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制

度
の
導
入
等
で
大
き
く
減
ら
し
た
百

七
十
四
人
減
を
含
め
た
人
数
で
す
。

そ
れ
で
も
、
全
体
の
五
十
二
．
一
％
、

市
職
員
の
半
分
以
上
の
非
正
規
職
員

に
よ
っ
て
我
孫
子
市
の
仕
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

を
二
〇
二
〇
年
四
月
施
行
に
向
け
て
、

我
孫
子
市
と
し
て
如
何
に
ソ
フ
ト
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
さ
せ
て
い
く
の
か
、
正

規
、
非
正
規
の
職
員
と
市
が
一
丸
と

な
っ
て
、
新
た
な
働
き
方
改
革
の
制

度
と
し
て
導
入
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
大
き
な
人

事
制
度
の
改
正
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
ま
す
。 

 

～
お
答
え
し
ま
す
～ 

●
部
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を 

我
孫
子
市
で
も
作
っ
て
ほ
し
い 

 

宏
：
小
中
学
校
教
職
員
の
残
業
時
間

の
多
さ
な
ど
、
学
校
現
場
で
の
働
き

方
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
質
向
上
を
目
指
す
意
味
で
も
、

教
職
員
の
業
務
改
革
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。
我
孫
子
市
で
は
、
平
成
三
十

年
二
月
に
届
い
た
文
部
科
学
事
務
次

官
通
知
に
基
づ
い
て
、「
我
孫
子
市
立

小
中
学
校
職
員
の
働
き
方
改
革
推
進

プ
ラ
ン
」
を
二
〇
一
八
年
度
に
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
設
置
要
綱

に
基
づ
き
、「
我
孫
子
市
立
小
中
学
校

職
員
の
働
き
方
改
革
推
進
委
員
会
」

を
開
き
、
国
や
県
等
の
通
知
を
参
考

に
我
孫
子
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
協

議
を
行
い
、
実
効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン

に
し
て
い
く
予
定
で
す
。
プ
ラ
ン
は

大
き
く
四
本
の
柱
で
検
討
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
．
学
校
職
員
の
意
識
改
革 

二
．
業
務
の
改
善
と
削
減 

 

三
．
学
校
を
支
え
る
人
員
体
制
の
整
備 

 

四
．
部
活
動
の
負
担
軽
減 

  

働
き
方
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員

は
、
保
護
者
代
表
、
社
会
教
育
に
携

わ
る
方
及
び
多
様
な
役
職
の
学
校
関

係
職
員
の
計
十
五
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
設
置
期
間
は
昨
年
七
月
か

ら
プ
ラ
ン
策
定
終
了
予
定
の
二
〇
一

九
年
二
月
で
す
。 

 

部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は

そ
の
委
員
会
が
中
心
に
作
成
し
て
い

ま
す
。
近
々
、
発
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

 

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す 

＊
議
会
報
告
会
の
開
催
！ 

 

我
孫
子
市
議
会
は
平
成
二
十
六
年

度
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
。
私
は

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
副
委
員
長

を
務
め
、
基
本
条
例
の
制
定
に
直
接

携
わ
り
ま
し
た
。
条
例
で
は
毎
年
、

「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
す
る
こ
と

を
義
務
化
、
今
日
ま
で
市
内
各
地
の

近
隣
セ
ン
タ
ー
で
「
議
会
報
告
会
」

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

第
四
回
目
の
今
年
は
市
議
会
の
本

会
議
場
を
使
い
、
議
会
報
告
会
を
開

く
こ
と
に
決
定
。
私
た
ち
議
員
が
い

つ
も
座
る
席
を
市
民
の
皆
様
に
座
っ

て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
発
表
を
行
う

側
の
議
員
は
普
段
、
市
長
や
市
職
員

の
皆
さ
ん
が
座
る
席
で
議
会
報
告
を

行
い
、
質
疑
を
受
け
る
形
で
報
告
会

を
行
い
ま
す
。
是
非
、
議
場
の
雰
囲

気
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
皆
様
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

印南宏は、第 25 回参議院選挙立候補予定の 

「石上としお」さんの活動を応援しています。 

 

石上としおさん(左)と 

握手する宏 

＊第４回我孫子市議会　議会報告会＊

■開催日：２月３日（日）午前１０時から
■場　所 ：我孫子市議会本会議場
　　　　　　　（市役所の隣）
■テーマ：１２月議会の報告、他
　 奮ってのご参加をお待ちしております！

 

 

  

https://www.printout.jp/CL/SCL/CU/009/CL-SCL-CU-009.html
https://www.printout.jp/CL/EVT/ET/BO/008/CL-EVT-ET-BO-008.html


      

◆
人
口
減
少
社
会
を
救
う
切
り
札
の

よ
う
な
触
れ
込
み
で
政
府
は
入
管
法

の
改
正
案
の
国
会
審
議
を
行
い
、
強

行
採
決
し
た
。
十
分
な
検
討
が
行
わ

れ
な
い
状
態
で
、
外
国
か
ら
来
る

方
々
の
人
権
は
本
当
に
守
ら
れ
る
の

か
。
一
昨
年
、
日
本
に
来
て
い
る
約

七
千
人
の
外
国
人
技
能
実
習
生
が
失

踪
し
た
。
失
踪
者
の
人
数
は
年
々
増

え
て
い
る
。
な
ぜ
、
失
踪
す
る
の
か
。

失
踪
者
約
二
九
〇
〇
人
の
聴
取
票
が

国
に
存
在
し
、
安
倍
政
権
は
失
踪
理

由
の
八
十
七
％
が
「
よ
り
高
い
賃
金

を
求
め
て
」
と
説
明
し
て
い
た
。
こ

の
聴
取
票
が
条
件
付
き
で
開
示
さ
れ
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
理
由
で
コ
ピ
ー
厳

禁
、
閲
覧
は
法
務
委
員
会
の
国
会
議

員
し
か
閲
覧
さ
せ
な
い
と
の
国
の
強

い
姿
勢
。
仕
方
な
く
国
会
議
員
が
聴

取
票
を
書
き
写
す
作
業
を
実
施
、
そ

の
結
果
を
分
析
す
る
と
、
最
低
賃
金

以
下
で
働
か
さ
れ
て
い
た
外
国
人
実

習
生
は
千
九
百
人
、
何
と
六
十
七
％

も
の
方
々
が
最
低
賃
金
以
下
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
、
技
能
実
習
生
で
死
亡

し
た
リ
ス
ト
で
は
平
成
二
十
七
年
～

二
十
九
年
の
三
年
間
で
六
十
九
名
の

方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
二
十
代
、
三
十
代
の
若
者

ば
か
り
で
十
人
は
溺
死
、
五
人
は
自

殺
し
て
い
た
。
失
踪
理
由
は
最
低
賃

金
以
下
の
収
入
し
か
な
く
、
生
活
で

き
な
い
。
「
よ
り
高
い
賃
金
を
求
め

て
」
は
全
く
の
虚
偽
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
。
少
子
化
で
人
手
不
足
に
な

る
こ
と
は
以
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た

こ
と
、
不
足
分
は
外
国
人
を
あ
て
が

え
ば
良
い
と
い
う
考
え
は
、
間
違
っ

て
い
る
。
自
分
た
ち
の
子
供
が
、
慣

れ
な
い
外
国
で
そ
の
よ
う
な
環
境
に

置
か
れ
て
良
い
わ
け
が
な
い
。
社
会

の
根
底
を
支
え
る
場
所
で
働
く
人
が

し
っ
か
り
と
生
活
で
き
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 
◆
我
孫
子
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
偉
人

で
「
日
本
五
輪
の
父
」
と
呼
ば
れ
る

人
間
が
い
る
。
そ
の
人
の
名
は
「
嘉

納
治
五
郎
」（
一
八
六
〇
～
一
九
三
八

年
）
で
あ
る
。
嘉
納
治
五
郎
は
講
道

館
柔
道
の
創
始
者
で
、
現
在
の
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

に
つ
な
が
る
大
日
本
体
育
協
会
を
創

立
し
た
人
物
で
あ
る
。
我
孫
子
に
は

一
九
一
一
年
に
手
賀
沼
の
近
く
に
別

荘
を
設
け
、
農
園
で
農
作
物
を
作
っ

て
い
た
。
そ
の
後
は
甥
の
柳
宗
悦
を

呼
び
寄
せ
、
手
賀
沼
の
ほ
と
り
が
白

樺
派
の
拠
点
と
な
っ
て
い
っ
た
。
嘉

納
治
五
郎
の
先
見
的
な
教
育
思
想
や

功
績
に
つ
い
て
、
今
年
の
二
月
、
三

月
に
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
で
連
続
講
座

「
嘉
納
治
五
郎
か
ら
学
ぶ
」
が
開
催

さ
れ
る
。
講
座
は
嘉
納
治
五
郎
記
念

国
際
ス
ポ
ー
ツ
研
究
・
交
流
セ
ン
タ

ー
が
主
催
。
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

が
共
催
す
る
。
初
回
の
二
月
十
六
日

は
講
道
館
の
村
田
部
長
が
「
自
他
共

栄
」
な
ど
の
行
動
哲
学
に
つ
い
て
説

明
。
二
十
三
日
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
理
事
で
筑

波
大
の
山
口
香
教
授
が
女
子
柔
道
の

普
及
に
も
尽
く
し
た
功
績
を
紹
介
す

る
。
楽
し
み
な
講
座
で
あ
る
。
各
回

午
後
二
時
か
ら
。
先
着
百
五
十
名
、

要
予
約
で
あ
る
。 
 

◆
今
年
、
我
孫
子
市
は
選
挙
の
年
を

迎
え
る
。
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十

日
（
日
）
は
我
孫
子
市
長
選
挙
の
投
・

開
票
日
、
四
月
は
千
葉
県
議
会
議
員

選
挙
、
七
月
は
参
議
院
選
挙
、
十
一

月
は
我
孫
子
市
議
会
議
員
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
今
年
か
ら
我
孫
子

駅
北
側
地
区
の
投
票
区
の
再
編
と
期

日
前
投
票
所
の
開
設
が
決
定
し
た
。

改
定
の
理
由
は
投
票
区
一
か
所
当
た

り
の
不
均
衡
を
是
正
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
投
票
を
行
う
為
で
あ
る
。
人
口
が

増
加
し
て
い
る
地
区
で
も
あ
り
、
期

日
前
投
票
も
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
我

孫
子
店
内
の
「
あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
」

に
、
投
票
日
の
前
日
と
前
々
日
の
二

日
間
新
た
に
設
置
す
る
。
市
長
選
挙

の
投
票
率
は
、
平
成
十
九
年
が
四
十

四
％
、
平
成
二
十
三
年
が
四
十
五
％
、

平
成
二
十
七
年
が
三
十
二
％
で
あ
り
、

特
に
直
近
の
市
長
選
挙
は
十
人
の
有

権
者
の
内
、
三
人
の
投
票
に
よ
っ
て

市
長
が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
良

い
の
か
。
今
年
の
市
長
選
挙
で
は
十

八
歳
か
ら
の
有
権
者
の
投
票
も
含
ま

れ
る
が
、
平
成
二
十
七
年
の
市
長
選

挙
で
は
二
十
歳
～
二
十
四
歳
ま
で
が

投
票
率
十
六
％
、
二
十
五
歳
～
二
十

九
歳
ま
で
、
十
五
％
で
あ
っ
た
。
若

い
方
々
が
投
票
に
行
き
た
い
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
、
未
来
の
我
孫
子
を

占
う
、
輝
か
せ
る
よ
う
な
市
長
選
挙

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

宏 

我

孫

子

雑

感 
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印南 宏 後援会 

〒270-1108 

我孫子市布佐平和台 7-1-18 

TEL： ７１８９－１５９８ 

 
E-MAIL： hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp 
ﾌﾞﾛｸﾞ ： http://hiroshi4649.at.webry.info/ 
HP 

http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
 

 

  

 

防災訓練に参加する宏 


